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「



は じめ に

急速 に情報化が進展す る今 日の社会において、人々が情報 を活用す るための手段 としてデー

タベースが果 たす役割の重要性は高 く認識 されてい る。情報 は人々の 日々の行動 に活用 され、

同時 に活動に伴 い発生す るという性格 を持 っている。 この ような情報 と社会 との関係か ら、

デー タベ ースは社会の様 々な場面 で構築、利用され、相互 に有機 的な関係 を形成す る。 しか

し、デー タベースが社会的に定着す るためには、その技術が一般 化す る事が重要である。つ

まり、データベ ースの構 築、運用、流通、利用に必要な技術、知識 を体系化 し、 これ を実用

化 しうる技術者(以 下、データベース技術者 という)を 育成する必要が ある。 しか し、現状

では どの ような技術、知識が必要 かについて一般的な理解 は得 てお らず、データベー スを健

全に発展 させ るため に必要 とされ る技術者の社会的位置付 けも明確な もの とはなっていない。

この様 な社会 的課題 に対処するため、以下の提言 を行 う。

なお、本提 言の検討 は限 られた期 間内に行われたため、個 々の詳細な分野についての吟 味

は十分 に尽 くした とは言 えない面が ある。本件の重要性 に鑑 み、 よ り詳細な検討 を引 き続 き

行 うべ きと考 える。



1.デ ータベ ース技 術者の社会 的 ニーズ につ いて、量 的把握 を行 い具

体的方策 に資 す る。

データベースは商用サー ビスや会 員制サー ビスが利 用 され る一・方、社内データベースは業

務処理には必要不可欠 となっている。従 って、デー タベ ース技術者 を必要 とす る機 関 ・組織

は、データベースの商用 ・限定サー ビス機関のみな らず、一般の企業 ・機関にまで及んでい

る。近未来におけ る情報処理技術者の 不足が叫ばれて久 しいが、データベース技術者 につ い

ては量的 な把握 がなされていない。 当委 員会の推定では、現在 において もかな りの数のデ ー

タベース技術者が不足 していると考え られ、その対応策は社会的に緊急な課題 である。将来

見通 しを含めたデータベース技術者の 必要数を把握 し、具体的育成策の確立 を進め る必要が

あ る。

2. .デ ー タ ベ ー ス 技 術 に つ い て 内 容 の 明確 化 を行 う。

デ ー タベ ース技 術 者 に は、 デー タベ ー スの構 築 、 運 用 、流 通 、利 用 とい う幅 広 い知 識 ・技

術 が 必要 と され る。従 って、 その範 囲 は、 コン ピュー タや情 報検 索 の み な らず、 シス テム 管

理 や通 信 ・メデ ィア 、 さ らには法 的諸 制 度等 の環 境 条 件 まで、 多岐 にわ た る もの とな る。 そ

の内 容 と、体系 につ い て明確 化 す る必 要 が あ る。(資 料1参 照)



3.デ ー タベ ース技 術者の社会 的認識 を確立 す るため、現在の関連試

験 制度 にお ける位 置付 けを検 討 す る。

データベース技術者の育成 にとって、社会的認知が重要である。 このために、公的 な資格

制度や、試験制度が存在 し、既に情報処理技術者試験等が活用 ・評価 されている。 しか し、

これ ら既存の試験等で は、デー タベース技術者の位置付 けが必ず しも明確ではない。 このた

め、現行の資格 ・試験 制度 におけるデー タベース技術の位置付けについて検討 を行い、必要

な内容の拡充、又は新 たな制度の確 立 を行 うべ きであ る。

4.デ ータベー ス技術者 の育成 システム を確立 す る。

デー タベース技術者 の育成のため には、前述の資格 ・試験制度に よる振興 に加 え、教育機

関 における体系的教育 が必要であ る。現在の大学等における当該分野の教育は コンピュー タ

及び図書館の分野が中心 であ り、デー タベースと して体系的な教育は まだ十分 とは言 えない。

社会 的要請に応 えるべ く、望 ましい育成 システムの在 り方 について検討 を行 うべ きである。



資料1 データベース技術者の必要 とする知識 ・技術

募素技術知識

局面

コ ン ピ ュ ー タ

(ハ ー ド、 ソ フ ト)
情報 、デ ー タ システム管理

情報源の選択 データ構 ア ー キ テ ク チ ュ ア 、CPU、 当該分野の専門知識 システム計画策定

造 ・体系の設計 入力 ・ メ モ リー 、入 出 力 ・通 信 機
キ ー ワ ー ド、 シ ソ ー ラ ス 、 プ ロジェクロ管理

チェック・加工方法の設 器OS、 言 語 、プ ロ グ ラ ミ ン 舌手書:才 少θ乗、 巨多乗、書:言志学:

構
計 システム開発(メ ン

テナ ンス、検索 ・利用)

グ 、フ ァ イ ル 、ユ ー テ ィ リ

テ ィ、DBMS、 ア プ リケ ー

分類法 イ ンデキシング

データ表現法 文字コー ド
シ ョン、プ ロ グ ラ ム テ ス ト、

情報所在源(科 学技術、

築
ソ フ トウ ェア 工 学 シ ス テ

ム 設 計 、デ ー タベ ー ス 設計 、

社会科学、生命科学、ビジ

ネス、法学)主 題分析

通信手順 セキュ リティ、

信頼性 人工知能、エキス

パ ー トシ ス テ ム

運用体制管理 システム処理形態 データ保護 デ ー タ 管 理 、デ ー タ ベ ー ス 管

セキュリテ ィ管理 システム構成 理 計算機管理 コンビュー

運 著作権管理 シ ス テ ム の オ ペ レ ー シ ョン タセキュリティ システム監

リカ バ リー 管 理 システムの保守 査 ソフトウェア保護 オペ

用
課金管理 システムパフォーマンスの

測定評価

レーション・保守管理 資材

管理

マ ー ケ テ ィ ン グ 端 末(ハ ー ド、 ソ フ ト、モ 当該分野の一・般知識 パスワー ド管理

価格設定 デム) キ ー ワ ー ド/シ ソー ラ ス/

流 ネ ッ トワー ク/メ デ ィア 端 末 オ ペ レー シ ョ ン 辞書 抄録、目録 分類法

選択 フ ァ イル フ ォー マ ッ ト インデキシング

通
プ レゼ ン テ ー シ ョン

トレーニ ング 苦 情 処 理

データ表現法 主題分析

データベースの選択 端 末(ハ ー ド、 ソ フ ト、モ 当該分野の専門知識 デー パスワー ド管理

コス ト管理 デム) タベースの収録内容 情報 コス ト管理

利
コマン ド

結果の評価

端 末 オ ペ レー シ ョ ン

ロ ー カ ル ア プ リケ ー シ ョン

源の所在、入手キーワー ド/
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分析



通 信 ・メ デ ィア 数理技術 組織管理 環境条件

ネ ッ トワ ー ク設 計 ネ ッ 数 学 一・般 要員管理 著作権法

トワー クア ー キ テ クチ ュ 統計 ・確率 外注管理 電気通信事業法

ア 通信/パ ッケージメ 集合 品質管理(QC)

デ ィア 通信 プ ロ トコー 誤差 イ ン ダス トリア ル ・エ ン ジ

.ノレ/コ ー ド1ヨi|F祭」通イ言網 ORネ ッ トワーク分析手法 ニ ア リ ン グ

通信 ソフ ト

ネ ッ トワー ク ・セ キ ュ リ OR、 分析手法 要員管理、外注管理 プ ラ イバ シ ー

テ ィ 事務管理 安全対策基準

ネ ッ ト ワー ク接 続 税務会計管理 情報通信 ネッ トワーク

安全信頼性基準

ネ ッ トワー ク ア ー キテ ク 集合 マ ー ケ テ ィ ン グ 、 流 通 プ ラ イバ シー

チュア 通信/パ ッケー 統計 ユ ー ザ ー トレ ー ニ ン グ 電気通信事業法
ジメディア 通信/プ ロ ユ ー ザ ー カ ウ ン セ リ ン グ

トコーノレ/コ ー ド 匡IF祭

通信網 ソフ ト

通信/パ ッケージメディ 集合
o

プ レゼ ン テ ー シ ョ ン 著作権法

ア 統計

国際通信網、 ソフ ト





この報 告書 は,日 本 自転車振興会か ら競 輪収益 の一部 で

ある機 械工業振興資金 の補助 を受 けて作 成 した ものであ る。
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